
地域移行 ～取り組みから学ぶ～

社会福祉法人花輪ふくし会実践事例より

２０２２年９月

福 井 久

（220914 長浜米原しょうがい者自立支援協議会全体会議）



本日の講演会でお話をさせていただく項目

１ 障がい者施設からの地域移行と施設の個室化
+個室・ユニット型の障がい児入所施設

２ 福祉コミュニティエリア構想の実現

３ 福祉資源の活用による地域や社会への還元

４ 全世代・全対象型 地域丸ごと支援体制の整備を!!

時間があれば・・・

５ 重症心身障がい児・者の地域生活支援体制の整備

６ 積極的な高齢者の雇用 ⇒ 生涯現役社会の実現

７ 外国人労働者（技能実習生・特定技能）の招へい



１９５６年 京都市に生まれる （現在：６６歳 大津市在住）
１９７９年 大阪市立大学（大阪公立大学）法学部卒業
１９８１年 大津市役所入庁 都市計画課、総務課、人事課
１９９４年 健康福祉部高齢福祉課、介護保険準備室、高齢福祉・介護課
２００３年 厚生労働省へ出向 老健局計画課 老人保健福祉計画官
２００５年 大津市役所 健康福祉部障害福祉課
２００６年 滋賀県後期高齢者医療広域連合（準備室を含む。）へ出向
２０１１年 立命館大学大学院公務研究科 修士
２０１２年 大津市役所 市民部文化・青少年課
２０１４年 社会福祉法人花輪ふくし会事務局長
２０１６年 滋賀県社会福祉協議会（人材部門長）
２０１７年 社会福祉法人花輪ふくし会（参与）
２０１９年 社会福祉法人ひだまり（理事・副理事長）
２０２２年 社会福祉法人ひだまり退任 ⇒ ただいま、プー太郎生活を満喫中！

≪社会活動≫
成安造形大学非常勤講師（2,003年～2019年）、甲南女子大看護ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部非常勤講師（2012年）
秋田県鹿角市介護保険運営協議会委員、 米原市障がい者計画等審議会会長、
社会福祉法人ひかり福祉会評議員 ほか

≪趣味≫
ﾃﾞｼﾞｶﾒ（EOS Kiss X9i & EOS Kiss M2)持参での散策、 音楽鑑賞(Rockなどなど）、 美術館めぐり、 釣り など

お話をさせていただく自分のご紹介



社会福祉法人花輪ふくし会について



事業展開する2市1町・５つのエリア（2019年７月）

秋田県

八幡平地区

十和田地区

花輪地区

小坂地区

清水地区

大館市
人口：72,623人
65歳以上人口：27,568人

高齢化率：38.0％
要介護認定者：5,435人
要介護認定率：19.7％

鹿角市
人口：31,026人
65歳以上人口：11,949人

高齢化率：38.5％
要介護認定者：2,129人
要介護認定率：17.8％

小坂町
人口：5,114人
65歳以上人口：2,214人

高齢化率：43.3％
要介護認定者：312人
要介護認定率：14.1％

2市１町合計
人口：108,763人
65歳以上人口：41,731人

高齢化率：38.4％
要介護認定者：7,876人
要介護認定率：17.2％

（参考） 全国値
65歳以上人口：3,518.5万人

高齢化率：27.6％
要介護認定者：659.3万人
要介護認定率：18.7％



事業展開する2市1町・５つのエリア（2022年７月）

秋田県

八幡平地区

十和田地区

花輪地区

小坂地区

清水地区

大館市

人口：68,160人
65歳以上人口：27,395人

高齢化率：40.2％

鹿角市

人口：28,598人
65歳以上人口：11,954人

高齢化率：41.8％

小坂町

人口：4,646人
65歳以上人口：2,183人

高齢化率：47.0％

2市１町合計
人口：101,404人
65歳以上人口：41,532人

高齢化率：40.9％

（参考） 湖北圏域
人 口 ：149,323人
65歳以上人口：43,858人

高齢化率：29.8％

～たった３年～
人口減少



秋田県 北秋鹿角地域 （秋田県北部）

十和田湖

八幡平 きりたんぽ鍋ザギトワさんとマサルくん



花輪ふくし会の事業の概要 （2019年4月）

介護保険事業

公益的事業

障がい者支援事業

＊特別養護老人ホーム （1か所：56人）
＊地域密着型特別養護老人ホーム （2か所：58人）
＊養護老人ホーム （1か所：80人）
＊訪問介護（１か所） ＊訪問入浴 ＊通所介護 （1か所：40人）
＊認知症対応型通所介護 （2か所：24人）
＊小規模多機能型居宅介護 （2か所：50人）
＊地域包括支援センター（1か所） ＊居宅介護支援

指定管理受託
（鹿角市）

＊障がい者支援施設 （４か所：150人）
＊福祉型障がい児入所施設 （1か所：20人）
＊共同生活援助（障がい者グループホーム） （24か所：179人）
＊通所事業所（生活介護、自立訓練、就労継続B)（6か所：228人）
＊児童通所多機能型（２か所）

（放課後等ﾃﾞｲ、保育所等訪問、児童発達支援、生活介護）
＊居宅介護（１か所） ＊生活介護（１か所）
＊基幹相談支援センター ＊相談支援 （４か所）
＊地域活動支援センター （2か所）

＊高齢者グループリビング （2か所：14室）
＊多世代交流スペース （2か所）
＊介護職員初任者研修 ＊介護職員実務者研修
＊生活困窮者自立支援事業～認定就労訓練事業（16事業所）

＊鹿角市障がい者総合サポートセンター ＊鹿角市高齢者センター

事業規模：約３５億円
（２０１８年度決算）



１ 障がい者施設からの地域移行と
施設の個室化

+個室・ユニット型の障がい児入所施設
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４つの障がい児者入所施設 （2007年時点・定員290人）

身体障害者療護施設
あすなろ 80人

精神薄弱者更生施設
更望園 50人

精神薄弱者更生施設
鹿角苑 80人（東京都委託）

精神薄弱児者者更生施設
東山学園 50人+30人



障がい者入所施設から地域への移行の実践

≪2007年度の状況≫ ≪2017年度の状況≫

S55身体障害者療護施設
「あすなろ」定員：８0人

S59精神薄弱者更生施設
「更望園」定員：５0人

H1精神薄弱者更生施設
「鹿角苑」定員：８0人

精神薄弱児者者更生施設
「東山学園」定員：８0人

こさか地域生活支援センター

地域生活支援拠点おおだて

とわだ地域生活支援センター

はなわ地域生活支援センター

◎入所施設：４施設
定員：１７０人

◎グループホーム：２４か所
定員：１７９人

大館グループホーム
3か所：定員：27人

多機能事業所
定員27人

相談支援

多機能事業所（生活介護・就労継続B）定員60人
相談支援・小坂町地活C

障害者支援施設「あすなろ」定員：40人
障害者支援施設「更望園」定員：30人

こさかグループホーム
7か所：定員：49人

とわだグループホーム
9か所：定員：68人

多機能事業所3か所（生活介護・就労継続B）定員120人
相談支援

障害者支援施設「鹿角苑」定員：40人

障害者支援施設「東山学園」定員：40人
障害児支援施設「東山学園」定員：20人

はなわグループホーム
5か所：定員：35人

生活介護事業所定員20名、児童支援、居宅介護、相談支援

H30鹿角市障がい者総合サポートセンター
基幹相談支援センター、鹿角市地域生活センター

2019.9現在

すべての居室の個室化！
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４つの障がい児者入所施設 （2019年時点・定員170人）

身体障害者療護施設
あすなろ 40人 精神薄弱者更生施設

更望園 30人

精神薄弱者更生施設
鹿角苑 40人（東京都委託） 精神薄弱児者者更生施設

東山学園 40人+20人

すべての居室の個室化！

3棟
個室



画一的な
人間関係

当たり前の「人間関係」
を求めたシステムづくり

(施設)

(地域・在宅)

趣味活動等における
人間関係

相談できる
場所

職場における
人間関係

地域住民としての
人間関係

地域移行

どうして施設ではなく、地域で暮らすことが重要なのか!!

（職員と入所者）



夜間支援
施設入所支援

日中活動
生活介護

施設

地域・在宅地域生活支援Ｃ・生活支援拠点

社会参加・余暇支援
鹿角市障害者地域活動支援センター
小坂町障害者地域活動支援センター

相談できる場所

鹿角市障害者センター
こさか・とわだ・おおだて相談支援

働く場 通所事業所
生活介護・自立訓練・就労移行、就労継続B

暮らしの場

グループホーム

こさかグループホーム群 7か所 定員：49人

とわだグループホーム群 9か所 定員：68人

はなわグループホーム群 5か所 定員：35人
親亡き後・・・

こさかわいわいセンター 定員：60人

かづの就労センター 定員：60人

錦木ワークセンター 定員：40人

はなわワークセンター 定員：20人

かづの遊悠工房 定員：25人

居宅介護事業所（ヘルパー）

地域移行

おおだてグループホーム群 3か所 定員：27人

ケアワークおおだて 定員：23人

あすなろ 定員80人⇒40人
更望園 定員50人⇒30人
鹿角苑 定員80人40人
東山学園成人 定員80人⇒40人
東山学園児童 定員30人⇒20人

＊集団生活から小集団へ
＊家庭的な雰囲気の中での生活
＊社会参加、就労支援
＊相談対応
＊プライバシーの確保

障がい者の地域移行と花輪ふくし会の実践



一本杉住宅 定員5人 川上住宅 定員4人

新町住宅 定員6人
きいろいハンカチ 定員4人

小坂町エリア グループホーム群 ７か所 49人

大地・大空・ふらっと （３棟）
定員各10人 合計30人



あおぞら 定員１０名

けふの郷 定員１１人ハンズ
定員９人 短期入所１人

クローバー
定員６人 短期入所１人

こすもす 定員６名

陽だまりの郷 定員６人

ふきのとう
定員７名 短期入所１名

ひこうき雲 定員７名

ＢＯＮ通り 定員７名

十和田エリア グループホーム群 9か所 68人



ひかり 定員７人 短期入所1人赤とんぼ 定員6人

しずく 定員10人 短期入所1人 あさひ 定員7人したまち 定員5人

花輪エリア グループホーム群 ５か所 35人

大館清水エリア グループホーム群 ３か所 27人

しおん 定員７人 短期入所２人 みずき 定員１０人 短期入所２人 すみれ 定員１０人 短期入所２人



分 野 事 業 内 容 決算額 （円）

比内地鶏

養鶏 29,578,124

食鳥（比内地鶏の解体） 7,036,150

食品加工（比内地鶏製品、きりたんぽなど） 83,095,476

お食事処（4店舗：わいわい・ぐりとる・くらみせ・とりびあん） 37,813,873

農林水産 杉苗、椎茸・きくらげ、いちご・ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ、ﾄﾞｼﾞｮｳ養殖など 29,277,456

食 品 パン、ラスク等の製造、販売 28,573,608

事 務 印刷（ﾎﾟｽﾀｰ、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、名刺、封筒など）、点字印刷 8,585,431

衛 生 クリーニング（法人・ホテルの寝具類など） 9,891,099

そ の 他

芝管理、草刈り作業 9,050,722

リサイクル（銅線皮むき、基盤解体）、古紙回収、軽作業
（門松・ウェス作製、蕗皮むき、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌｫｰｸ袋詰めなど）、
除雪作業 など

4,643,417

合 計 247,545,356

障がい者就労支援事業の状況（2018年度決算額）



比内地鶏の飼育 ⇒ 食鳥（解体） ⇒ 食品加工



比内地鶏を使った「味わいの贅沢」ギフトセット

贈答品にいかがで

しょうか？

障がい者の工賃アッ

プにご協力ください。

（とわだ地域生活支援センター）

担当：田島秀子

0120-870-291



生きがい就労拠点 （わいわい・ぐりとる・くらみせ・とりびあん）

お食事処「くらみせ」
（鹿角市毛馬内）

お食事処「ぐりとる」
（鹿角市花輪）

みんなのお店「わいわい」
(小坂町）

比内地鶏お食事処「とりびあん」
（大館市）

店長：66歳



農林水産（杉苗・椎茸・ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ・いちご・どじょう養殖）

菌床椎茸

どじょう養殖

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ

杉苗

いちご

林野庁長官賞受賞！

61歳

60歳



かづの遊悠工房 ～無添加パン・キッシュなどを製造・販売～

無添加パンセット

７種から選べる：ﾌﾟﾚｰﾝ・ﾗｲ麦・
ごま・くるみ・しいたけ・たまねぎ・

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ＆ｸﾗﾝﾍﾞﾘｰ

https://hinaijidori.jp/SHOP/p-0007.html
https://hinaijidori.jp/SHOP/p-0002.html
https://hinaijidori.jp/SHOP/p-0004.html


2019年の新商品
～手作りバウムクーヘン～



名  刺（14文字×4行） １枚 ２０円 

A４  用紙 １枚 １,000 円 

（文字を点字に翻訳して印刷します。） 
 

製作日数：受注後数日間 

（承った文章量により変更があります。） 

お問い合わせ 

ケアワークおおだて 

（地域生活支援拠点おおだて内） 

0186-59-4080（担当:工藤） 

心を込めて丁寧に作ります。 

興味がある方は、お問い合わせ

先まで連絡ください 

 

点字印刷サービス（地域生活支援拠点おおだて）

「地域生活支援拠点おおだて」に通所してい
る身体障がい者（女性）が作業として点字印
刷に従事しています



非常口

障害者支援施設　鹿角苑
大規模修繕後

医務室

事務室

休憩室

ボイラー室 トイレ

洗濯場

12.9㎡ 13.3㎡ 12.9㎡ 13.3㎡

居室

13.3㎡ 13.3㎡

居室

１人 １人 １人

非
常
口

居室

１人

１人 １人１人

居室 居室 居室 居室
短期居室

居室 居室

15.1㎡ 14.8㎡13.4㎡ 15.1㎡ 14.8㎡ 15.1㎡

１人 １人 １人

15.1㎡ 15.1㎡

１人 １人 １人 １人 中庭

食堂・ホール

居室 居室

15.1㎡14.8㎡

居室

15.1㎡

食品庫

浴室

脱衣室

玄関

玄関

訓練・作業室

中庭

調理室
トイレ

14.8㎡

１人 １人 １人

食堂・ホール
居室 居室 居室 居室

14.8㎡ 15.1㎡15.1㎡ 15.1㎡ 14.8㎡

３人

42.0㎡

３人

15.1㎡

１人

浴室

トイレ

トイレ
洗面所

居室 居室 居室

非
常
口

15.1㎡

居室

居室

35.0㎡

３人

居室

42.0㎡

居室

15.1㎡

１人

食堂・ホール

倉庫 脱衣室

１人 １人 １人 １人 １人

15.9㎡ １人

15.7㎡ １人

居室居室

居室

13.5㎡

１人

14.8㎡

１人 １人

居室 居室 居室 居室 居室

１人 １人

リ
ネ
ン
室

浴室洗面所
トイレ

トイレ

更衣室

指導員室脱衣室

14.8㎡

１人

居室

15.9㎡

１人

トイレ

書庫

指導員室

居室

13.5㎡

リネン室

相談室　　会議
室

居室

15.9㎡ １人

トイレ
居室

トイレ

洗面所

更衣室

短期居室

1989年4月開設
開設時 定員：80人

＊利用者を順次、地域移行
・毛馬内地区グループホームへ

＊平成26年度大規模修繕工事
・完全個室化

2016年6月現在 定員：40人
＊利用者の状況

男性：23人 女性：17人
（平均年齢48.5歳）

障害者支援施設 「鹿角苑」（東京都委託施設）

中庭

訓練・作業室

食堂・ﾎｰﾙ

事
務
室

浴室

食堂・ﾎｰﾙ

食堂・ﾎｰﾙ

相談室
会議室調

理
室

浴
室

中庭

玄関

医
務
室

玄関

〈2016年２月末：全室個室化完成〉

施設の個室化・鹿角苑（地域移行後に定員を減少）



成人と児童の併設施設であった「東山学園」（成人:50人・児童:30
人）から、2016年4月に、成人20人を地域に移行、児童部分を隣接
敷地に新たに3棟のユニット型福祉障がい児入所施設を建設し、児童
の入所施設を個室化するとともに、従来の東山学園を成人（40人）
の個室施設として改修した。

福祉障がい児入所施設「東山学園」（個室・ﾕﾆｯﾄ）
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◎多機能型事業所（生活介護・自立訓練）
◎相談支援事業所 ◎相談支援事業所

◎点字印刷 ◎生活介護

◎比内地鶏お食事処「とりびあん」
（軽食・喫茶）
◎アンテナショップ

～比内地鶏加工品、パン・ラスク販売～

～ スミレ ～
身体障がい者グループホーム

（定員10人＋短期入所2人）

～ ミズキ ～
身体障がい者グループホーム

（定員10人＋短期入所2人）

１
階
部
分

「地域生活支援拠点おおだて」の概要
・身体障がい者、精神障がい者グループホーム

・相談 ・体験の機会と場
・緊急時の受入れ ・専門性 ・地域の体制づくり

～ シオン ～
精神障がい者グループホーム
（定員7人＋短期入所2人）

2017年4月開所







２ 福祉コミュニティエリア構想の実現

３ 福祉資源の活用による
地域や社会への還元



福祉コミュニティ・エリアによる
地域の賑わいの創出

① 地域の古民家等の活用による
小規模施設の整備・運営

② 社会福祉法人の公益的取組みに
よる地域ニーズへの対応

（高齢者グループリビング・多世代交流スペース）

⇒ 地域介護福祉空間等整備交付金
（市町村提案型事業）の活用



小坂町わいわいエリア

けまないらくらくエリア

はなわまちなかエリア

小坂町

鹿角市

福祉コミュニティエリア構想

花輪ふくし会では、

・その地域に密着し、

・誰もが利用しやすい、

地域福祉の拠点としての機能を

果たしていくことを狙いに、

・多くの機能を持った

福祉エリア＝コミュニティエリアを

整備している。

毛馬内地区

花輪地区



多世代交流拠点

みんなのお家

「だんらん」

（小坂町社協）

国

道

２

８

２

号 障がい者グループホーム

大空 大地 ふらっと

「小坂町わいわいエリア」全体の配置図

小坂町のご当地グルメ
「かつラーメン」

生きがい就労拠点

みんなのお店

「わいわい」

介護予防・

健康づくり拠点

みんなの活動館

「すきっぷ」



多世代交流
スペース
「どまっこ」

＆
十和田地域包括

支援センター

生きがい
就労拠点
「くらみせ」

（軽食・喫茶）

障がい者
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ
「BON通り」

地域密着型特別養護老人ホーム
「月山の郷」

・

認知症デイサービスセンター
「月山の郷」

１階

高齢者
グループリビング

「けまない」

地域密着型
特別養護老人ホーム

「月山の郷」

２階

「けまないらくらくエリア」全体の配置図



多世代交流
スペース

「まちっこ」

生きがい
就労拠点
「ぐりとる」

（軽食・喫茶）

小規模多機能
居宅介護

「かみはなわ」

障がい児
通所支援

「とぅいんくる」

障がい児通所支援施設
「とぅいんくる」

＆
居宅介護支援・居宅介護

２階

１階

「はなわまちなかエリア」全体の配置図

高齢者
グループ
リビング

「やちだまち」



古民家・土蔵などの地域資源の有効活用による整備
多世代交流スペース

どまっこ
小規模多機能型居宅介護

たぐちさんの家

生きがい就労拠点

お食事処「くらみせ」
生きがい就労拠点

お食事処「ぐりとる」



要援護高齢者や独居の高齢者など、自宅での生活が困難となった高齢者が生活力
を維持しながら、暮らしやすい街の中の共同住宅へ住み替え、仲間と一緒に助け合いな
がら生活をすることで、孤独感や不安を解消し、地域生活の継続を可能なものとする。

また、入居者の収入によって家賃を設定し、低所得者対策としての機能も持たせる。

自宅での生活が
難しくなってきた
わ・・・

共同住宅へ
住み替え

暮らしやすい街中で地域生活を継続

共同住宅で共同生活

銀行

交番

商店

病院

役所

グループリビング

高齢者グループリビング
（要援護・独居等高齢者の早めの住み替え住宅）



高齢者グループリビング 外観

高齢者グループリビング「けまない」

高齢者グループリビング「やちだまち」

「自宅でない在宅」
外山 義 著



高齢者グループリビング「やちだまち」

７号室
(18.3㎡)

キッチン
トイレ
洗面

女性浴室
(8.7㎡)

男性浴室
(8.7㎡)

ふれあい

風除室
押入 スペース

廊 下
玄関

ﾄｲﾚ
洗面

ﾄｲﾚ
洗面
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洗濯
ｺｰﾅｰ押入 押入 押入 押入 押入 押入

１号室
(16.5㎡)

２号室
(16.5㎡)

３号室
(16.5㎡)

４号室
(16.5㎡)

５号室
(16.5㎡)

６号室
(21.9㎡)

（コインランドリー）
洗濯・乾燥：300円/回

（電磁調理器）

（ユニットバス：24時間入浴可能）



ふれあいスペース

キッチンと室内 トイレ洗面

「やちだまち」全景

高齢者グループリビング「やちだまち」



高齢者グループリビング「けまない」

１号室
(16㎡)

２号室
(16㎡)

３号室
(16㎡)

押
入 ４号室

(23㎡)
押入 押入 押入
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女性浴室
7.2㎡

５号室
(16㎡)

６号室
(16㎡)

７号室
(16㎡)

くつろぎスペース

風除室

（コインランドリー）
洗濯・乾燥：300円/回

土蔵を改修



ミニキッチンと室内

ふれあいスペース

洗濯コーナー

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘﾋﾞﾝｸﾞ屋内

高齢者グループリビング「けまない」



所得区分 家賃（円） 内 容

区分１ ２８，０００ 生活保護の方（住宅扶助家賃上限額よりも低い）

区分２ ３５，０００ 住民税が非課税の方

区分３ ４５，０００
所得が１５５万円未満の方
同一世帯２人以上で収入５２０万円未満

区分４ ５５，０００
所得が１５５万円以上の方
同一世帯２人以上で収入５２０万円以上

高齢者グループリビングが立地する敷地内には、24時間体制の小規模多機
能型居宅介護事業所や地域密着型特別養護老人ホームが配置されており、
高齢者グループリビングからは、ナースコールや内線電話等で緊急事態が発生し
た時には、これらの事業所から職員が駆けつける安心を担保している。
管理人を置かずに、入居家賃を低廉な価格で設定するとともに、その金額は、

所得に応じた４段階の区分での設定としている。

生活の安心と段階的な入居金額の設定

備考 ① 電気代：入居者負担 水道代：法人負担
② 2人部屋を1人で入居した時は、規定の料金の1.2倍の家賃額



入居者の状況（やちだまち） (2019年7月)

性別（歳） 家賃（円） 介護度等 利用サービス等 入居による効果

男（９１） 生活保護 要支援２ ヘルパー週１回
入居者と雑談できるのが良い。

独居の寂しさから解放された。

女（８３）
４２，０００
（２人部屋）

－ なし
自分の家のように思って住んで

いる。街中なのがありがたい。

男（８２） 生活保護 要介護１ ヘルパー週２回
独居で頼れる身内も近くにいな

いので、ここに住むことができて助
かった。

女（７９） 生活保護 － なし
他入居者と仲良くなり、精神的

に安定して生活できるようになった。

女（７２） 生活保護 要支援２ ヘルパー週２回
街中で何かと便利なので、出歩

くことが好きになった。

男（６８） 生活保護
要介護１

（杖歩行）
デイ週１回

ヘルパー週２回
デイやヘルパーを利用し、バリア

フリーで快適に生活できている。

男（６３） ３５，０００
要介護１

（車椅子）
小規模多機能

居宅介護

車椅子だが、敷地内に利用で
きるサービス事業所があるので便
利。



入居者の状況（けまない） (2019年7月)

性別（歳） 家賃（円） 介護度等 利用サービス等 入居による効果

女（８５） ３５，０００
事業

対象者
デイ週１回

街中でバリアフリーの生活ができるので転
倒の心配がなくなった。

女（８２） ３５，０００ 要介護３
小規模多機能

居宅介護

バリアフリーが良い。転ばないように皆に
見守られて、また、毎日の朝夕の声がけも
ありがたい。

女（７９） 生活保護 要介護３
デイ週３回

ヘルパー週７回
敷地内に利用できるサービス事業所が

あり助かる。

男（７０）
生活保護

（２人部屋）
要支援２

デイ週２回
ヘルパー週３回

山奥にいたが、街中の便利なところで生
活できるので、楽で良い。

男（６８） 生活保護 要介護１
デイ週２回

ヘルパー週２回
独居生活は難しいが、入居者と支え合

いながら生活できている。

男（６５） 生活保護 － なし
崩壊の危険がある家にいたが、そんな心

配がなく、生活も便利。

男（６６） 生活保護 要支援２ ヘルパー週１回
杖歩行だが、バリアフリーなので、安心し

て生活できている。
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子どもからお年寄りまで、世代を超えて気軽に集い、交流し、健康づくりの軽スポーツ
や介護・認知症予防教室の開催のほか、地域住民のサークル活動による芸能・文化・
遊びの伝承などのスペースなど、住民の交流促進のための場所を提供している。

また、子ども・障がい者・高齢者などの「たまり場」として、さまざまな人が交流しながら、
相乗効果を生む活動の創出を目指している。

体操・レク

気分転換
他者との交流

健康などに
関する講座

多世代交流

多世代交流スペース

地域住民の交流の場

多世代交流スペース 「まちっこ」 ＆ 「どまっこ」



多世代交流スペース 「まちっこ」 ＆ 「どまっこ」

「まちっこ」の外観

体を動かしてもよし！

各種教室・サークルに使用してもよし！

会議スペース

土間に健康器具

「どまっこ」の外観

カラオケルーム
無料開放

使い方自由！



健康器具

交流室「いろり」交流スペース

多世代交流スペース「どまっこ」（築200年以上経過）

施設全景

地域包括支援センター

十和田地域包括支援センター

調査員

保健師

社会福祉士

主任介護支援専門員



多世代交流スペースの活動・活用状況

どまっこサロン

＊さわやか健康倶楽部 ： 毎週月曜日
＊さわやか麻雀教室 ： 毎週日曜日
＊スマイル教室 ： 第2・４火曜日
＊笑いヨガ ： 毎週木曜日
＊MACHIKKO CAFÉ（認知症カフェ）

： 毎月18日
＊持ち寄り酒場 ： 第3月曜日
＊フリーマーケット ： 毎月第4日曜日
＊移動図書入替え ： 第1水曜日

「まちっこ」 定期的な催し



利用者の声（83歳、海沼タヱ子さん）

自宅でも脳活性に励んでいます！

仲間づくりができました健康づくりもできています

夫と2人で仲良く暮らしていましたが、私が75歳の時、夫が80歳で他界しました。夫が亡
くなってから体調を崩し、「自立神経失調症」で入院してしまいました。

退院後、健康づくりのきっかけを作ってくれたのは「まちっこ」でした。

海沼タヱ子さん



花輪ふくし会 法人後見のイメージ図（鹿角市内）

被後見人等（花輪ふくし会のサービスを利用していない人） 市・市社協・法テラス

市
長
申
し
立
て

本
人
・
親
族
申
し
立
て

相 談

・市社協が担うことを想定
・ふくし会が行う「法人後見」の
事務を監督する

成年後見監督人

花輪ふくし会

リーダー

担当者 サブ
リーダー

法人後見チーム

依 頼監 督

後
見
活
動

市
市社協

弁護士
司法書士

サポート

支援



花輪ふくし会が行っている事業に対して、地域住民がボランティアとして
参加したとき、その内容に応じてポイントを提供し、ボランティア参加者は
貯めたポイントを利用して、「ぐりとる」・「くらみせ」での飲食や、授産商品
（パン、比内地鶏製品、シイタケ等の農産物）の購入を行うことができ
ます。シニアの方々には、ご自身の健康づくりの一環になっています。

ボランティアで
外出介助

20ポイント！

ボランティアで
施設のお手伝い

45ポイント！

ポイント
ゲット！

貯めたポイントは、「ぐ
りとる」「くらみせ」など
での飲食や、授産商
品と交換できる！

花輪ふくし会の事業に対する
ボランティア活動へのボランティアポイント事業



秋田県赤十字血液センター・鹿角市と連携を図り、事前に花輪ふくし会
の施設敷地に献血車両を訪問してもらう日時を協議し、あらかじめ業務
の調整をしておいた職員が円滑に献血に協力する体制を整備しています。

花輪ふくし
会

鹿角市
赤十字血液

センター

かづの厚生
病院

献血車両の訪
問日時を定めて、
献血に協力

各自で献血に協力

事故等により緊急
に輸血が必要な場
合、病院へ駆けつ
ける

花輪ふくし会の職員の登録献血制度

日本赤十字社感謝状



認知症カフェ ・ 介護予防事業

認知症カフェは、平成27年7月から「はなわまちなかエリア」にある「まちっ
こ」で「まちっこカフェ」を、平成29年6月から「けまないらくらくエリア」にある
「月山の郷」で「ほっとな茶屋」をそれぞれ月1回開催しています。

平成2年から続く介護予防事業は、主にケアマネジャーが地域に出向き、
介護予防や認知症予防にまつわる教室の講師をつとめています。

「まちっこカフェ」のロゴマーク
「ほっとな茶屋」の

マスコット

76

95 108

60

160

H26年度 H28年度 H30年度

介護予防教室開催の推移（回数/年）

介護予防教室

認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝ
時には

外部講師も あたまの生き
活き教室

今年度から送迎をはじめました
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「地域における公益的な取組み」の実施状況

地域における
公益的な取組み

具 体 的 な 内 容 区 分

利用者負担軽減制度 低所得で生計が困難な方の利用者負担を軽減
社会福祉

事業

介護職員初任者研修
介護職員実務者研修

将来の福祉人材の育成や就労相談支援の実施 公益事業

低料金の要介護者移送
（道路運送法第78条許可）

通院の往復に限定した要介護者の移送事業 〃

地域住民との交流を目的
としたイベント

３つのエリアにおいて、５月、８月、１０月に「エリア祭り」の開催
社会福祉協議会や複数の事業所との合同による開催

法人独自

高齢者の集い 高齢者施設において、地域高齢者の集いを月１回開催 〃

ヘルパーによる付き添い
サービス

要介護者の病院内の付き添いに限定したサービス 〃

自治会・老人クラブ等への
講師の派遣

高齢者を対象とした自治会の催しや集いに、職員２名を派遣
介護予防についての講話や体操を２時間程度実施

〃

認知症予防のための教室
の企画や開催

認知症予防のための教室を企画し、週１回・３時間程度、その
教室へ職員を派遣

〃

地域の身体障害者へ施
設の入浴設備を開放

自宅で入浴できない身体障害者を対象に、高齢者施設の入浴
設備を開放

〃



番外編：ここらでちょっとコーヒーブレイク



花輪ふくし会の事業を引っ張ってきた張本人

前理事長：関 重征さん
前常務理事：亀田亮一さん

（通称 カメちゃん）

1945年生まれ
関木材工業(株)社長
元・鹿角森林組合長

60歳代になってから花輪ふくし会理事長に就任

1961年生まれ
東北福祉大学社会福祉学部卒業

社会福祉主事、児童福祉士など
食鳥処理衛生管理者もお持ちです・・・

2019年・ホーチミンにて2018年・ハノイにて



＊法律に「してはいけない」と規定されている
ことは、してはいけません。

＊それでは、
法律に何も規定されていないことは・・・

（制度がないこと）

⇒ 住民本位を基本として、
しっかりと企画を立てながら、

なすべき施策を実行する！！

ちょっと気分転換 ①



施策を立案するには・・・
第１段階 ⇒ 「妄想する」

第２段階 ⇒ 「妄想を構想にする」

第３段階 ⇒ 「構想を企画にまとめる」

第４段階 ⇒ 「企画を計画に移す」

そして、実行あるのみ！！

ヒト・モノ・カネ

ちょっと気分転換 ②
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この人をご存じですか？



ちょっと気分転換 ③
（介護保険の隠れた生みの親・東京大学名誉教授 大森彌先生からお聞きしました）

５つの「じんざい」

＊ 「人財」
＊ 「人材」
＊ 「人在」
＊ 「人罪」
＊ 「人災」

あなたは、どの「じんざい」かな？



５ 重症心身障がい児・者の
地域生活支援体制の整備

⇒ 秋田県大館鹿角圏域における
障がい児者支援体制の再構築



大館・鹿角圏域における重症心身障がい児支援課題

専門性・医療的支援充実
◎重度・重複障がいに対応できる専門性
◎成長過程に対応する途切れのない支援体制
◎医療的ケアやサポート連携

成長過程に寄り
添う支援体制
・ライフステージに応じた切れ目の
ない支援体制の確保

・保健・医療・福祉・保育・教育・
就労支援等と連携した地域支援
体制

・親亡き後を見据えた支援体制

レスパイトケア
◎家族の常時の介護負担軽減
◎親も安心して休息できる機会の提供
◎親離れ・子離れの自然な機会提供

日常生活圏域
・偏在する事業所に頼らざるを得ない状況
・長距離、長時間移送による身体的負担軽減
・住み慣れた地域で安心できる暮らしの



児童から成人への切れ目のない支援の実現
～ 成長過程と支援体制の相関関係 ～

大館市自立支援・差別解消支援協議会
大館市基幹相談支援センター

児童入所施設施設

学 校

グループホーム

自宅

単身生活～アパートなど

療 育

児童短期入所

保育所等訪問支援

就学指導員会

地域活動支援C・移動支援

保育園・幼稚園

成人短期入所

放課後等ディ

出生

病院

一般就労

１歳６ヶ月児検診
３歳児検診

児童発達支援

保健師

居宅介護

就業・生活支援センター

福祉的就労

就労継続B

生活介護

自立訓練

就労移行

就労支援～ジョブコーチ

５歳児すくすく
健康相談

児童相談支援 成人相談支援

ハローワーク

乳幼児期
学童期

成人期



自宅・家族

親の会
障がい児
地域生活支援拠点

遊ぶ 地域活動支援センター

訓練する

相談する

レスパイト

障がい児相談支援

放課後ディサービス

短期入所

居宅支援
身体介護

移動支援

地域における重症心身障がい児支援整備構想
住み慣れた街で、安心して暮らし続けるために・・・

自治会

医療機関

特別支援学校



自 治 会

医療機関
特別支援学校

親 の 会

重症心身障がい児
地域生活支援拠点

遊ぶ 地域活動支援センター

訓練する

相談する

レスパイト

障害児相談支援

放課後ディサービス

短期入所

居宅支援
自宅

身体障害者障がい者
地域生活支援拠点

相談する 障害者相談支援

働く・訓練する

レスパイト

遊ぶ

居宅支援

就労系事業

生活介護

短期入所

地域活動支援センター

暮らす グループホーム

「大人」
への
移行

求められる重症心身障がい児・者のための地域生活支援拠点



1階

⑤多機能室（日中活動）
＊創作活動
＊軽スポーツ活動
＊子ども食堂 など

④ 障がい者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・きゃんばす
（7人）

①多機能型事業所・ぱすてる
＊放課後等デイサービス(7人)
＊生活介護(8人)

②短期入所(2人)
＊レスパイトスペース（家族への支援）

③相談支援事業所・ぱれっと

1階

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

2階

重症心身障がい児・者地域生活支援拠点

重症心身障がい児の成長に寄り添った地域支援体制の構築
～ 重度の障がいをもつ児童から成人への切れ目のない支援の実現 ～

① 多機能型事業所・ぱすてる
重度の障がい児が支援学校等から下校したときに受け入れたり、地域で暮らす

障がい者が日中に軽作業や創作活動を行う。
② 短期入所

地域で生活する障がい児等の家族が病気等により介護ができないときに一時的
に受け入れ、また、障がい児の成長に伴い、自立のための生活訓練の場として、
さらに、家族同士の団らんの場など、きめ細かなニーズに対応したサービスを行う。

③ 相談支援事業所・ぱれっと
地域で生活する障がい児・者やその家族のワンストップ相談窓口を設ける。

④ 障がい者グループホーム・きゃんばす
複数の障がい者が共同して生活するグループホームを整備する。

⑤ 多機能室
グループホームに暮らす障がい者や地域に暮らす障がい児・者、加えて、貧困、

引きこもりなど課題を抱える子どもたちも広く受け入れながら、創作活動、スポーツ
活動、子ども食堂、ジョブカフェなど、地域のニーズに応じた活動を展開していく。

総工事費 279,102

補助金総額 129,150
国庫補助 86,100
県費補助 43,050

自己資金 149,952

補助金充当比率：46.3％

（千円）



おおだて障がい児支援拠点・イメージ図
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遊戯室

EV
廊下

宿直室書庫スタッフルーム階段

階段

リビング

浴室脱衣室多目的WC倉庫・階段

階段
デスクデスク

給湯室

多目的WC

階段

相
談

リビング

多目的室

階段

階段

EV

玄関

WC居室
⑤

居室
④

居室
③

居室
②

居室
①

WC

W
C

浴
室

浴室

脱衣
室

居室
⑦

居室
⑥

SS
②

SS
①

医務

訓練室遊戯室

階段

24時間365日体制で生活支援
を行うスタッフの活動拠点です。

スタッフルーム

相談室

福祉サービスに係る相談はもち
ろん、日々のケアについてご家
族からのご相談などにも対応し
ます。

プライバシーに配慮した完全個
室。ナースコールも設置され、
いつでもスタッフの支援が可能
です。

グループホーム居室

リビング

開放的かつ家庭的な雰囲気を
大切にします。食事は、刻みや
とろみ、ムースといった食事形
態にも対応します。

浴室

昇降式の機械浴を用意しており
ます。清潔のためだけでなく、
心地よさを感じていただき、職
員とのコミュニケーションの場で
もあります。

遊戯室

ボールプールやブランコ、重い
障がいがあっても楽しめる活動
を行い、自由にくつろぐことがで
きる場所です。

訓練室

関節や筋肉の状態に合わせ、
姿勢の工夫をするなどして、楽
しく気持ちよく体が動くリハビリ
や日常動作に役立つ訓練を目
指します。

多機能型事業所ぱすてる

日中サービス支援型GHきゃんばす
重症心身障害児・者地域生活支援拠点(愛称：ぱすてる)

1F



日課(生活介護)
時間 日課
8:00 職員出勤 申し送り

8:15 体調伺い連絡

8:30 送迎

9:00 登所

9:45 朝の会

10:00 午前の活動

11:30 午前の活動終了

12:00 昼食

13:30 昼食終了

14:30 午後の活動

15:00 休憩

15:30 活動終了

15:45 帰りの会

16:00 帰宅

16:30 送迎終了

17:00 職員退社

多機能型事業所 「ぱすてる」

日課の一例



重症心身障がい児・者への共生型サービス地域生活拠点

（障がい福祉）

①多機能型事業所【医療ケア対応】
＊放課後等デイサービス(10人)
＊生活介護(8人)

②短期入所（３室）
③相談支援事業所

（介護保険）
⑤看護小規模多機能居宅介護

定員 28人
通い 17人 訪問介護
泊り 6床 訪問看護

（共生型サービス短期入所等）

① 多機能型事業所 （医療ケア・行動障がい対応）
重度の障がい児が支援学校等から下校したときに受け入れたり、地域で暮らす障がい者が日中に軽作業や創作活動を行う。

② 短期入所（医療ケア対応）

地域で生活する障がい児等の家族が病気等により介護ができないときに一時的に受け入れ、また、障がい児の成長に伴い、自立のた
めの生活訓練の場として、さらに、家族同士の団らんの場など、きめ細かなニーズに対応したサービスを行う。
③ 相談支援事業所

地域で生活する障がい児・者やその家族のワンストップ相談窓口を設ける。
④ 多機能室（日中活動）

子ども食堂、学習支援、ひきこもりの仕事支援等、障がいのある子どもを持つ親の支援などを実施するための多機能室を設ける。
⑤ 看護小規模多機能居宅介護（可能であれば共生型サービスとして短期入所等）

医療の必要な人への支援を、対象者の世代を超えて実施することを可能とするために設ける。夜間に痰吸引の職員を配置したい。

重症心身障がい児の成長に寄り添った地域支援体制の構築（令和2年度整備）
～ 重度の障がいをもつ児童から成人への切れ目のない支援の実現 ～

２階
（介護・医療保険）訪問看護ステーション
（介護保険） 居宅介護支援事業所

④多機能室（日中活動） ＊子ども食堂
＊ひきこもりジョブ支援 ＊親支援 ＊学習支援

地
域
密
着
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護

≪新設整備≫



６ 積極的な高齢者の雇用

⇒ 生涯現役社会の実現
（元気な高齢者による

障がい者の就労支援など）



花輪ふくし会の職員数 （2019年６月）

６７９人（評議員・監事を含まない。）

＊高齢者雇用の状況（再掲）
６０歳～６４歳 ９０人
６５歳～７４歳 １０７人
７５歳以上 １６人

職員の状況

正規職員 ２８７人

契約職員 ３９２人

合計：２１３人
（前年１０月に比べ4.93％の増加）



区分 2007年度 2015年度 2019年度

60～64歳 5人 47人 90人

65歳以上 12人 67人 123人

合 計 17人 114人 213人

全職員に占める割合 4.5% 21.2% 31.4%

花輪ふくし会の高齢者雇用の推移

5人 47人

90人

12人

67人

123人

17人

114人

0

50

100

150

200

65歳以上

60～64歳

（人）
213人



職 場 （ 職 種 ） 人数

障がい者グループホーム（世話人・支援員・宿直員） 70人

障がい児・者入所施設（児童指導員・支援員） 65人

高齢者施設（介護員・介助員） 27人

調理員 15人

看護師 10人
多世代交流ｽﾍﾟｰｽ・高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘﾋﾞﾝｸﾞ

（管理人・清掃員） 9人

訪問介護事業所（ホームヘルパー） 3人

事務員・運転手ほか 14人

合 計 213人

上記のうち65歳以上の職員の状況 123人

60歳以上の高齢者雇用の職場・職種

最高齢者：83歳（高齢者グループリビング清掃員）

世話人
（調理、清掃）

〈障がい者グループホーム〉

60歳以上：43人
（内訳）
60歳～64歳： 9人
65歳～74歳：30人
75歳～ ： 4人



７ 外国人労働者（技能実習生・
特定技能）の招へい





設 立 平成7年（1995年）8月

名 称 地域環境福祉事業協同組合 （通称：J-LEC）
Japan Local Environment and Community Welfare Cooperative Working Association

認 可

経済産業省認可 No.1592号の6
国土交通省認可 No.353号
厚生労働省認可 No.0925037号
農林水産省認可 No.1141号
環境省認可 No.060908001号

本 所
東京都中央区湊3丁目6番1号 amビル4階
Tel：03-3370-8441 / Fax：03-3370-8444
ハノイ事務所：4F, CMC Tower, Duy Tan, Cau Giay, Hanoi, Vietnam

支 部
大阪支部 大阪府大阪市中央区南久宝寺町4-1-1IDEA御堂筋 4Ｆ
九州支部 鹿児島県鹿児島市宇宿1-34-3

代 表 理事長 長友政和

従業員数 76人 （2018年12月1日日時点）

組合員地区 全国規模

組 合 員 数 466社 （2019年1月15日時点）

受入れ実績
これまでの技能実習生受入れ実績 3,463人
現在受入れている技能実習生数 1,997人 （2017年9月8日時点）

対 象 国 ベトナム、インドネシア、ミャンマー、中国、フィリピン、タイ

アクセス：
東京都中央区湊3丁目6番1号 amビル4階
（最寄駅） 東京メトロ有楽町線 新富町駅 ７番出口 徒歩約５分

（出典：J-Lec資料）

地域環境福祉事業協同組合（J-Lec)概要



外国人技能実習制度の相関図

技能実習生の受け入れ職種は限られております。
※技能実習2号移行対象職種は80職種144作業（平成30年12月28日時
点 ）。
各職種の必須作業、必須道具が決まっているため、事前に確認して受入れを
検討します。

技能実習生は正社員と同様の「直接雇用契約」となります。
※日本人同様に労働関係法令が適用され、社会保険、厚生年金等の加入が必
要になります。

原則として申請した職種の受入れ機関でしか技能実習はできません。
※技能検定試験に合格すると3年、実習実施者、監理団体が優良認定を受ける
ことによって最大5年の技能実習が可能となります。人材育成を通じ、会社の
活性化・安定化にも繋がります。

（出典：J-Lec資料）



参照：公益財団法人国際研修協力機構HP
https://www.jitco.or.jp/ja/regulation/index.html

（出典：J-Lec資料）

技能実習生の入国から帰国までの流れ



参照：厚生労働省HP
www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/global_cooperation/index.html

技能実習2号移行対象職種（80職種144作業）





特定技能1号の対象とする 業種の【分野別運用方針】14

身体介護等(利用者の心身
の状況に応じた入浴、食事、
排せつの介助等)のほか、
これに付随する支援業務
(レクリエーションの実施、
機能訓練の補助等)※訪問
サービスは対象外

外食業全般(飲食物
調理、接客、店舗
管理)

型枠、左官、コンクリー
ト圧送、トンネル推進工、
建設機械、土工、屋根ふ
き、電気通信、鉄筋施工、
鉄筋継手、内装仕上げ、
表装

建築物内部
耕種農業全般（栽培管
理、農産物の集出荷・
選別等）
畜産農業全般（飼養管
理、畜産物の集出荷・
選別等)

飲食料品製造業全般
(酒類を除く飲食料品
の製造・加工、安全
衛生)

空港グランドハンドリ
ング(地上走行支援業
務、手荷物・貨物取扱
業務)、航空機整備(機
体・装備品の整備業務
等)

機械加工、金属プレス加工、
工場板金、めっき、仕上げ、
機械保全、電子機器組立て、
電気機器組立て、プリント
配線板製造、プラスチック
成形、塗装、溶接、工業包
装

鋳造、鍛造、ダイカスト、機械
加工、金属プレス加工、鉄工、
工場板金、めっき、仕上げ、機
械検査、機械保全、電子機器組
立て、電気機器組立て、プリン
ト配線板製造、プラスチック成
形、塗装、溶接、工業包装

自動車の日常点検整
備、定期点検整備、
分解整備

漁業(漁具の製作・補修、水産
動植物・採捕、漁具・漁労機
械の操作、水産動植物の採捕、
漁獲量の処理・保蔵、安全衛
生の確保等)
養殖業(養殖資材の製作・補
修・管理、養殖水産動植物の
育成管理・収穫・処理、安全
衛生の確保等)

溶接、塗装、鉄工、仕
上げ、機械加工、電気
機器組立て

フロント、企画・広報、
接客、レストランサー
ビス等の宿泊サービス
の提供

鋳造、鍛造、ダイカス
ト、機械加工、金属プ
レス、工場板金、めっ
き、仕上げ、機械検査、
機械保全、塗装、溶接

介護業 外食業 建設業 ビルクリーニング業 農業 飲食料品製造業 宿泊業

航空業 電気・電子情報 漁業 自動車整備業 産業機械製造業 造船・船用工業 素形材産業
関連産業

60,000人 53,000人 40,000人 37,000人 36,500人 34,000人 22,000人

2,200人 4,700人 5,250人 7,000人 9,000人 13,000人 21,500人

特定技能1号 14業種 （分野別運用方針）



ベトナム ホーチミン市 風景 ①



ベトナム ホーチミン市 風景 ②



91

ベトナム ホーチミン市 風景 ③



92

ベトナム ホーチミン市 風景 ⑤



サイゴン国際サービス有限会社 （ホーチミン市2区）
・2013年設立・2014年からサービス開始 従業員・25人
・ベトナム人材派遣協会から「５つ星」の格付け認定を取得

クック社長 ロン学長

宿舎の部屋授業風景

サイゴン国際サービス有限会社（送り出し機関）



今回の技能実習生の選考については、12人の候補者を4人1グループに分け、それぞれ30分程度の面接
を行い、3人を選考した。
各自の自己紹介ののち、①長所と短所、②健康状態、③日本でやってみたいこと、④自己のアピールを
行っていただき、すべての面接の終了後に、今回の選考にあたって、事前に面接をされたフエさん（ﾄﾗｲﾌﾞ･
ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝの代表）の意見も参考に、3人の実習生候補者と2人の補欠候補者を決定した。

第1グループ 第2グループ

Ｊ-Ｌｅｃの現地法人であるﾄﾗｲﾌﾞ･ﾎｰﾙ
ﾃﾞｨﾝｸﾞｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝの代表者。
ベトナムで大学卒業後、東北大学大
学院（経済学）を修了、８年間の在日
経験を持つ才女。ご主人も東北大学
大学院（工学）を修了し、ご主人と２人
の子供とホーチミン市で４人暮らし。

面接風景

技能実習生の選考 （2019年5月面接）

第3グループ

フエさん



チャン・ヴー・ホアン・ガン さん ファン・ティー・ホン・ソン さん ファン・バオ・ハー さん

２７歳
ホーチミン市出身
大学卒業
病院で４年余りの介護経験
父母・弟

２０歳
BEN TRE省出身
大学中退
職業経験なし
父母・姉

２１歳
BEN TRE省出身
高校卒業
１年７ヶ月職業経験（検品）
母・姉（４人）・兄

技能実習生決定者 （2020年12月に訪日）



ガンさん
Ho Chi Minh市

ソンさん
Ben Tre省

ハーさん
Ben Tre省

Ｂｅｎ Ｔｒｅ省

Ho Chi Minh市
10区

①

③

②

③

②

①

技能実習生決定者・出身地（訪問）



ハー さん 母親と 自宅風景

敷地内の父親の墓

自宅内牛舎

技能実習生決定者の家庭訪問（ハーさん）2019年5月31日）



ソン さん 父親と

自宅風景

海老養殖池ソンさん 両親・叔父と

技能実習生決定者の家庭訪問（ソンさん）2019年5月31日）



ガン さん 祖父と

ガンさん 両親と

自宅風景

大学卒業式＆病院勤務時代

技能実習生決定者の家庭訪問（ガンさん）（2019年6月1日）



≪花輪ふくし会の概要≫

所在地 日本国 秋田県 鹿角市（かづのし）
設 立 1965年６月
代表者 関 重征 （せき しげゆき）
職員数 ６６４人 （2018年4月現在）

≪花輪ふくし会がめざすもの≫
花輪ふくし会は、1965年に設立し、障がい者や高齢者の福祉の向上に努め、地域に必要とされる

社会福祉法人としての役割を果たすために努力をしてきました。
障がい者が当たり前のように地域でいきいきと暮らすことを支援し、また、身体に障害を抱えた高齢

者が、その家族とともに豊かな老後の生活を送ることを支援しております。
最近の10年間の花輪ふくし会の特徴的な事業としては、
① 「福祉コミュニティエリア」という3つの拠点を整備し、地域に暮らす子どもや高齢者だけでなく、さ

まざまな住民の方々が気軽に交流できる場所を提供したり、
② 老人ホームや障がい者が暮らすグループホームなどの居住スペースをすべて個室化し、
③ 地域に暮らす高齢者や障がい者、また、そのご家族の困りごとなどの相談を受けて、解決に結び

つけていく「地域包括支援センター」・「相談支援事業所」を開設したり、
④ 障がいを持つ子どもたちが楽しく集える「放課後等デイサービス」を開設するなど、

地域にお住いの子どもから障がい者や高齢者まで、様々な課題を解決していくための事業を展開して
おります。

これからも社会情勢の変化にも対応し、行政機関や地域の関係機関との連携をしながら、地域住民が
必要としている事業を展開し、住民の皆様から信頼され、安心して暮らしていただくための推進役として
の「社会福祉法人花輪ふくし会」を目指していく所存です。

「花輪ふくし会」説明資料（日本語版） ～家族等への説明資料～



特別養護老人ホーム 東恵園（とうけいえん）

開 設 1976年
管理者 大森 一 （おおもり はじめ）

定 員
入所による高齢者 56人
短期利用の高齢者 11人

特別養護老人ホームとは、介護の必要な高齢者が、入浴・排せつ・食事などの日常の支援
や、健康管理、機能訓練などを受けながら居住する社会福祉法人などが運営する公的な施
設です。特別養護老人ホームで暮らす高齢者の多くは、残りの人生をこの施設で暮らすため、
障がいの程度が重たい高齢者にとっては、「終の棲家」という存在になっています。

≪運営方針≫
1 地域包括ケアシステム構築における地域の拠点としての機能を発揮するとともに、中重度の要介護高齢者を支える

役割を果たします
2 他の職種との協働による施設でのサービスの計画書や個別の支援計画を策定し、利用者の自立支援および尊厳の

ある生活を送ることができるよう支援します
3 地域の人々や家族、さまざまな関係する団体などとのつながりを強化し、利用者の生活が豊かになるよう開かれた

施設づくりをめざします
4 地域住民のニーズに即した新たな施設づくりを進め、地域の福祉の拠点の整備を図ります



≪Giới thiệu về Hanawa Fukushi≫

Địa điểm Katsunoshi, tỉnh Akita, Nhật Bản
Thành lập Tháng 6/ 1965
Hội trưởng Mr. Seki Shigeyuki
Nhân viên 664 người (tính đến tháng 4/2018）

≪Mục tiêu của Hanawa Fukushi≫
Hội Hanawa fukushi được thành lập năm 1965, với nỗ lực đóng một vai trò như một hiệp hội phúc lợi xã hội, 

cần thiết cho xã hội, chúng tôi cố gắng cải thiện, nâng cao phúc lợi của những người khuyết tật cũng như những

người cao tuổi.

Chúng tôi hỗ trợ những người khuyết tật sống trong khu vực cũng như giúp đỡ những người già bị khuyết tật về

cơ thể để họ có một cuộc sống thoải mái cùng với gia đình của họ.

Những công việc chủ yếu của Hanawa Fukushi trong 10 năm gần đây như sau:

① Chúng tôi cung cấp 3 cứ điểm có tên gọi 「Khu vực phúc lợi cộng đồng」 là những địa điểm để không chỉ trẻ

con và người già mà những người dân sống quanh khu vực này có thể dễ dàng giao lưu với nhau,

② Không gian sống của nhà dưỡng lão hay nhà tập thể dành cho người khuyết tật đều là phòng riêng,

③ Thành lập 「Trung tâm hỗ trợ hòa nhập địa phương」・「Cơ sở hỗ trợ tư vấn」 để nhận tư vấn cho những

người cao tuổi hay người khuyết tật cũng như những người dân sống trong khu vực gặp khó khăn trong cuộc

sống,

④ Chúng tôi triển khai công việc để giải quyết các vấn đề từ việc mở ra 「Dịch vụ hỗ trợ sau giờ học」giúp các

trẻ em có trở ngại trong cuộc sống có thể sống vui vẻ đến việc hỗ trợ cho những người khuyết tật hay người già.

Cùng với sự phát triển, thay đổi của xã hội, chúng tôi kết hợp với các địa phương cũng như các cơ quan hành

chính của chính phủ triển khai những công việc cần thiết cho người dân sống trong khu vực và nhờ vào sự tín

nhiệm của người dân đem đến cho họ cuộc sống an sinh. Đây cũng chính là mục tiêu của 「Hội pháp nhân phúc

lợi xã hội Hanawa Fukushi 」

「花輪ふくし会」説明資料（ベトナム語版）J-Lecにおいて翻訳作成



Tokubetsu Yogo Rozin home Tokeien

Năm thành lập 1976

Người quản lý Omori Hazime

Số người ở tại viện dưỡng lão

Người cao tuổi ở lâu dài 56 người

Người cao tuổi ở ngắn hạ 11 người

Tokubetsu Yogo Rozin home là cơ sở hành chính công được lập ra được vận hành bởi pháp nhân Phúc

lợi xã hội hỗ trợ các công việc hàng ngày như việc tắm rửa, ăn uống, quản lý sức khỏe, huấn luyện các kỹ

năng cho những người cao tuổi cần sự chăm sóc của điều dưỡng. Những người cao tuổi khó khăn trong đi

lại sống ở Tokubetsu Yogo Rozin home thường là những người dành phần đời còn lại trong viện dưỡng lão

và họ coi đây là 「ngôi nhà cuối cùng」của họ.

≪Phương trâm kinh doanh≫
1 Cùng với việc phát huy kỹ năng là trung tâm của hệ thống chăm sóc toàn diện trong khu vực nhưng nó cũng đóng vai trò

hỗ trợ cho những người cao tuổi cần sự giúp đỡ với các mức độ nặng và trung bình;

2 Cùng với việc kết hợp với các công việc khác, chúng tôi thiết lập các kế hoạch hỗ trợ cá nhân cũng như các bản kế hoạch

dịch vụ trong viện và hỗ trợ trong cuộc sống một cách tự lập cho những người sống trong viện;

3 Mục tiêu là tạo ra một nơi đem lại cuộc sống phong phú cho những người ở viện bằng cách kết nối chặt chẽ với người

dân, gia đình trong khu vực cũng như các đoàn thể khác;

4 Chúng tôi thúc đẩy việc xây dựng các cơ sở mới cần thiết phục vụ người dân và tạo những cứ điểm phúc lợi trong khu vực.



ｸﾞｴﾝ･ﾃｨｰ･ﾋﾞｯﾁ・ホアイ
さん

26歳
ニントゥアン省出身
高校卒業・N2取得
水産加工（根室市）
父母・姉（2人）・弟

ヴォー・ミン・トゥ
さん

26歳
チャビン省出身
高校卒業
水産加工（下関市）
父母・弟

グエン・ティー・ゴック・タオ
さん

レー・ティー・ゴック・ハン
さん

マイ・ティー・トゥエット・ヌオン
さん

21歳
ベンチェ省出身
高校卒業
食品加工（広島市）
父母・妹

31歳
ベンチェ省出身
大学卒業
酪農（鹿児島県）
父母・姉・妹

26歳
ベンチェ省出身
高校卒業
酪農（鹿児島県）
父母・姉・兄（2人）・弟

特定技能決定者 （2019年8月面接）

通訳
食品加工

比内地鶏解体（食鳥）
食品加工



Ｂｅｎ Ｔｒｅ省

④

①②③

ホーチミン

ヌオンさん
Ben Tre省

ハンさん
Ben Tre省

タオさん
Ben Tre省

トゥーさん
Tra Vinh省

ホアイさん
Ninh Thuan省

⑤

Tra Vinh省

⑤

Ninh Thuan省

④
③

②

①

特定技能決定者・出身地 （訪問）



自宅風景

ご両親と

特定技能決定者の家庭訪問（ヌオンさん） （2019年8月22日）



自宅風景 母親とハンさん

特定技能決定者の家庭訪問（ハンさん） （2019年8月22日）



渡船で対岸へ

ご両親と

昼食のおもてなし

ﾊﾞｲｸ2人乗りでご自宅へ

特定技能決定者の家庭訪問（タオさん） （2019年8月22日）



ご両親と

商店を営むご自宅

夕食をご馳走に！

特定技能決定者の家庭訪問（トゥーさん）（2019年8月22日）

ご両親がバイクで帰路
を道案内



管理団体加入経費

＊組合出資金（入会時のみ） ＊組合年会費

初期費用（入国関係）

＊事前講習費用 ＊入国航空券費用 ＊国内移動費用
＊集合講習費用 ＊講習時手当 など

監理費

＊毎月の監理費 ＊送り出し機関監理費

その他の費用

＊ビザ更新手数料 ＊技能検定試験料 ＊一時帰国航空券
＊再入国航空券 など

+ 雇用条件に基づいた給与

概ね経費（給与を除く。） 1年目：100万円程度 2年目から5年目まで：60万円程度

技能実習生の受入れにかかる概算経費（J-Lec)



４ 全世代・全対象型
地域まるごと支援体制の整備を!!



在宅系サービス

施設居住系サービス

短期入所生活介護

小規模多機能型居宅介護

訪問介護・看護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

認知症共同生活介護

介護予防サービス

生きがい就労拠点
就労支援員・世話人

他としての雇用 いつまでもげんきで暮らすために・・・

介護が必要になったら・・・

病気になったら・・・

生活支援・介護予防

介 護

障害児者支援

高齢者グループリビング

通所介護・リハビリ

花輪ふくし会の障がい者支援・高齢者支援の考え方

医療

サービス付住宅等

自 宅

老人クラブ活動
自治会活動

ボランティア活動

介護・機能訓練

就労日中活動支援

相談支援

児童支援

地域包括ケアシステム
地域生活支援拠点

精神障がい者地域包括ケアシステム・障害種別毎による組み立て

グループホーム支援

地域密着型
特別養護老人ホーム

認知症カフェ

いきいきサロン

生きがい
就労

高齢者の住まい



・デイサービス
・認知症デイサービス
・ホームヘルパー
・訪問入浴介護
・ショートステイ
・ケアマネジャー

小規模多機能型居宅介護

高齢者グループ
リビング

訪問

認知症高齢者等は自宅での生活を継続しながら
小規模多機能型居宅介護を利用

グループリビングに住み替えた後でも利用可能

ご自宅

自宅での独り暮らしが難しくなってきたら、集合住宅
（高齢者グループリビングなど）に住み替え

東恵園地域
生活支援センター

住み替え

自宅での生活を継続する場合は、居宅介護サービスを利用
高齢者グループリビングに住み替えた後でも、サービスは利用可能

養護老人ホーム和光園
サービス付き高齢者住宅への

転換などの検討

住み替え

和光園を退所して地域で
暮らすことも考えるべき！

通い

通い

訪問

多世代交流
スペース

介護予防

軽食・喫茶

雇用の創出

生きがい
活動

福祉コミュニテイ
エリア

地域との
つながり

孤独の解消

小規模多機能型
居宅介護

24時間対応型訪問介護・看護

通い

訪問

地域包括ケアシステム構築への考え方と位置づけ
（住み慣れた地域でいつまでも豊かに暮らすための仕組みづくり）



全世代・全対象型地域まるごと支援体制を目指す

地域包括支援センター・居宅介護支援事業
鹿角市障がい者総合サポートセンター
障害者センター・指定相談支援事業 総合相談窓口

年齢を重ねてもあなたらしい生活を実現子どもでも大人でも地域での生活が基本

ご本人・ご自宅

子育て支援・
療育・

発達支援

障がい者支援の
質の向上・

体制の機能強化

雇用に向けた
就労の支援・
賃金の向上と
作業の選択

障がい者の共同
住宅の整備

認知症対策・
地域の皆さんへ

啓発活動

介護予防・生活
支援サービスの

提供

予防・介護・
地域密着型

サービスの運営

グループリビング
など住まいの拡充

病院

障がい者の日中活動

●農作物、きのこ等の栽培、EM菌を活用した製品の製造
●比内地鶏等の飼育、比内地鶏解体
●お食事処でのウェイトレス、ウェイター、調理補助、など

高齢者の生きがい・介護予防

●障害者グループホームの世話人
●多世代交流スペースの管理人、清掃員
●運転手や用務員など、できる事をできる分だけ、など

生きがい就労・雇用

医療との連携

●子育て、幼児期からの相談支援体制を整備します。
●療育、発達支援の充実を図ります。
●お泊りや放課後等デイサービス、児童発達支援、
保育所訪問など、切れ目のない支援を目指します。

●鹿角市の5歳児健康相談へ職員を派遣します。

●個別支援を意識した援助計画書を整備し、支援の
質を向上と効率化を図ります。

●生活介護サービス事業を利用している方の高齢・
重度化への対応を計画的に実施していきます。

●花輪・十和田・小坂の各地域における地域生活拠
点での支援体制の機能強化を目指します。

●一般就労への支援強化を図るため、就労移行支
援事業の強化、障がい者雇用の道筋を構築します。

●就労継続支援Ａ型の開設・運営を検討します。
●作業工賃の向上を目指すとともに、選べる事業・作
業を提供できるよう新規事業を開拓します。

●生活困窮者対策の一つとして、事業所の機能を活
用していただき、一般就労の足がかりとなります。

●入所施設の個室化と地域移行を促進するため、障
がい者の共同住宅の開設を整備します。

●共同住宅で生活されている利用者だけでなく、より
多くの方のための多機能型事業所を整備します。

●認知症予防、早期発見の取り組みを行い、認知症
予防の発信源となります。

●全施設で、認知症に関する相談を受け付けます。
●全施設で、認知症ケアの質の向上を図ります。
●花輪、十和田、八幡平地区において、認知症カフェ
の開設・運営を検討します。

●住みなれた地域での生活を継続してもらうため、地
域包括支援センターの適正な運営を行います。

●年齢を重ねても身体機能を維持・改善し、健康的
に過ごすため、介護予防の充実・強化に努めます。

●地域の介護予防教室等の開催に協力します。

●それぞれの介護保険事業所が持つ機能強化と介
護サービスの充実を図ります。
●利用者が望む生活に近くづくことができるよう、チーム
ケアの観点に立った適切なサービス提供を行います。

●小規模多機能型居宅介護、認知症対応型通所
介護などのサービスの適正な運営を行います。

●独り暮らしが等が困難な方の住み替え場所として、
グループリビングなどの住まいを拡充します。

●制度外の対応として、全施設で、空き部屋を活用
した「住まい」の提供を検討します。

●低所得者へも対応できる「住まい」を整備します。

医療との連携

花輪ふくし会が目指す「全世代・全対象型地域まるごと支援体制」とは、介護や障がい、子育て、生活困窮者といった分野の垣根を越えて、受け入れる人を限定しない
相談の窓口やサービスの拠点を活かし、すべての人が、年齢や状況を問わず、その人のニーズに応じた適切な支援を受けられる地域づくりをしていくことです。

子ども・障がい・
高齢を問わず

医療が必要に
なったら



prkr00506@gaia.eonet.ne.jp




